
      

 

国総情政第 15 号 

令和２年５月 15 日 

 

 

建築着工統計調査の建築工事費調査の標本抽出方法について 

 

 

建築動態統計調査規則（昭和二十五年建設省令第四十四号）第四条第三項に規定す

る国土交通大臣が定める標本抽出方法を別紙１のとおり定める。 

  

別紙１に掲げる方法による標本抽出は、令和二年七月一日から行う。 

 

なお、工事の完了予定期日が令和二年十二月三十一日以前である建築物に係る標本

抽出については、別紙２に掲げる補正調査の標本抽出方法により行う。 

 

  



      

 

（別紙１）建築工事費調査の標本抽出方法 

 

建築物着工統計調査により報告される建築物（※）を工事費予定額別に分類し、建

築工事届に係る建築物から次の条件に基づき抽出 

・工事費予定額 20 億円以上の建築物については全数調査 

・工事費予定額 20 億円未満の建築物については、構造別（木造／非木造）、工事費予

定額階級別（しきい値１億円の２区分）に分類し、各層ごとに無作為抽出 

 

（※）建築基準法（昭和二十五年法律第二百一号）第十五条第一項の規定による建築

物を建築しようとする旨の届出（以下「建築工事届」という。）に係る建築物 

 

 【抽出率の設定方法】 

全数抽出層以外の建築物について、工事費予定額によるネイマン配分により抽

出率を設定 

なお、都道府県知事は、上記の方法により国土交通大臣が抽出した建築物につ

いて、当該建築物の建築工事届の写しを国土交通大臣に送付する。 

 

 

  



      

 

（別紙２）補正調査の標本抽出方法 

 

（一）補正調査は別表－１に掲げる市区において実施する。 

（二）補正調査の対象となる建築物は、別表―２の抽出率によって抽出された建築

物とする。 
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